
キャンパス散策(松 山大学)

The Campus of Harvest　 想い育む、実 りのキャンパス

 松山大学の前身は大正12年（1923)、地元の強い要望で設立 された旧制松山高等商業
学校。以来長 きに渡 り、実業学校 として、社会に有用な人材 を育成 してきました。

 時は流れ、現在 は松山商科大学から松山大学へ と名 を変え、経済学部、経営学部、人

文学部英語英米文学科 ・社会学科、法学部の4学 部5学 科 に加えて、経済学部と経営学

部に大学院修士課程 ・博士課程、さらに短期大学 を擁する文科系総合大学へ と発展。

 80余 年の歴史の中で社会へ と巣立った56,000人 に及ぶ卒業生は、産業、行政、学術 な
どの各界各方面で活躍 してい ます。

 設立当初と変わ らぬ真実 ・忠実 ・実用の

校訓 「三実主義」。

 人生 という長い旅路 を実 り多 きものと

するための基礎 をしっか りと在学 中に育

んでいただきたいと考えているのです。

想いは十人十色、夢 もまた、おなじ。

御幸キャンパス・グラウンド

(校地面積 70,469,98㎡)

 斬 新 な デザ イ ンの御 幸 キ ャ ンパ ス は 、ス ポ
ー ツ ・文 化 の フ リ ー ゾ ー ン

。昭 和60年 の 完 成

以 来 、学 生 た ち に愛 され 、活 用 さ れ て い ます 。

◎1階 …… エ ン トランス は、多 彩 な演奏 活動 が

    行われ る音 楽ホー ル とな って い ます。

◎.3階………50m公 認 プー ルが あ り、ゆ った りと

     した 半円型 プ ールデ ッキ からは、御 幸.

     グ ラウ ン ド、文京 キ ャ ンパ ス全景 、そ

     して松 山城 を中心 とす る松山 市街 地

    が一 望で きます 。

◎4階～7階 ……文 化 会系 ・体育 会系.各サー ク

    ルの 部室が あ ります。

◎8階 …… ブ リ ッジ棟 の研究室 、会議 室,ト レー

    ニ ングル ームお よび サ ブア リーナ が

    あ ります。

久 万 ノ 台 グ ラ ウ ン ド(校 地 面 積 55,054.39㎡)

～ 完 備 され た 運 動 施 設 ～

 文 京 キ ャ ンパ ス の 西約3㎞ の と ころ にあ ります 。

グ ラ ウ ン ドに は 、新 設 され た 陸 上 競 技 場 を は じめ 、

野 球 場 や 馬 場 、ア ー チ ェ リ ー場 な ど数 々 の 運 動 施

設 を完 備 して い ます 。学 生 た ち の サ ー ク ル活 動 の

拠 点 で あ り、友 情 を深 め る ホ ー ム グ ラ ウ ン ドに も

な っ て い ま す 。

主要施設・設備～緑豊かな環境、ゆったりとした施設に充実 した設備～

 松山大学の文京キャンパスには、大学の中枢機能が集 中した東本館、本館と1号 館か

ら8号 館までの教室棟、総合研究所、図書館、カルフール(厚 生施設)、学生寮などが配置

さ れ て い ます 。

図 書 館

～ 中 四 国私 立 大 学 で最 大 の 蔵 書 冊 数 ～

 図 書 館 は 旧松 山 高 等 商 業 学 校 図 書 課 を母 体

と し、松 山経 済 専 門 学 校 の 時 代 を経 て、1949(昭

和24)年 大 学 図 書 館 とな り、現 在 に 至 っ て い ま

す 。現 在 の 図 書 館 は1975(昭 和50)年 本 学 創 立

50周 年 記 念 館 と して 建 設 さ れ 、1996(平 成8)

年 に地 上4階 、地 下2階 を増 設 しま した 。中 四

国 の 私 立 大 学 で は 最 大 の 約78万 冊 を超 え る 所

蔵 資 料 の 中 に は 、ア ダ ム ・ス ミス『国富 論 』初 版

(1776)な ど1,000点 以 上 の 稀覯 書 も収 蔵 さ れ

て い ま す 。

 地 上1～4階 は 、閲 覧 室 お よ び 開 架 図 書 ス

ペ ー ス と して 、地 下2階 は 書 庫 で 構 成 さ れ て

い ます。1階 は 、新 聞 ・雑 誌 ・AV・ 参 考 図 書 コー

ナ ー の ほ か 、本 学 独 自の 推 薦 図 書 や 話 題 の ベ

ス トセ ラ ー コ ー ナ ー な ど を 設 け て い ま す。3

階 に は 各 学 部 生 が必 読 す べ き学 部 基 本 図書 コ

ーナ ー が あ り、4階 に は授 業 に 関 連 した 指 定 図 書 や 就 職 の た め の 資 格 試 験 コー ナ ー を

設 け る な ど、学 生 利 用 者 に配 慮 した別 置 配 架 が 本 学 図 書 館 の特 色 と な っ て い ます 。

 ま た 、ホ ー ムペ ー ジか らの 蔵 書 検 索 に よ り、所 蔵 さ れ て い る全 資 料 を検 索 す る こ とが

で き ます 。そ の 他 、読 書 指 導 会 や 各種 デ ー タベ ー ス検 索 講 習 会 な どの 様 々 な 図 書 館 活 動

を行 っ て い ます 。

カ ル フ ー ル ～ カ フ ェ テ リア ・シ ョ ップ ・ホ ー ル な ど～

 カ ル フー ル は フ ラ ンス 語 で 十 字 路 、交 差 点 を意 味 します 。1階 の カ フ ェ テ リ アの フ ロ

ア に は 、ヨー ロ ッパ 産 の 大 理 石 を敷 きつ め 、550席 を 完 備 し て い ます 。定 食 か らデ ザ ー ト

まで 多彩 で お い しい メ ニ ュ

ー が 低 価 格 で 味 わ え ます
。

2階 の学 生談 話 コー ナ ー は、

学 生 の くつ ろ ぎの 場 と し

て 利 用 され て い ます 。また 、

生 協SHOPで は 、教 科 書 、雑

誌 、文 具 な ど を販 売 して い

ま す 。3階 の ホ ー ル の 座 席

数 は 約500席 。本 格 的 な音 響 ・

照 明 設 備 を完 備 し 、各 種 式

典 や 講 演 会 、コ ンサ ー トな

ど に利 用 され て い ます 。



情 報 処 理 室 ・AVラ イ ブ ラ リー ～最 新 のAV&PC設 備 ～

 時 代 の ニ ー ズ に応 え る情 報 処 理 教 育 を

め ざ し、パ ソ コ ン 、AV機 器 を 完 備 。最 新 設

備 の 整 っ た情 報 処 理 室 、AVラ イ ブ ラ リー

で は 松 山大 学 ら しい 実 践 的 な授 業 が 行 わ

れ て い ます 。

 情 報 処 理 室 とパ ソ コ ン教 室 に は 合 わ せ

て700台 を超 え るパ ソ コ ンが オ ンラ イ ンで

使 用 可 能 なLANシ ス テ ム を採 用 。パ ソ コ

ン は最 新 のWindowsやMacが 動 作 す る 機

種 を導 入 し、イ ン ター ネ ッ トの 各 種 サ ー ビ

ス も利 用 可 能 で す 。ネ ッ トワ ー ク プ リ ン タ

ー を は じめ 、ス キ ャナ等 の 周 辺 機 器 も充 実

して い ます 。な お 、マ イ ク ロ ソ フ ト・オフィ

ス ・ス ペ シ ャ リス ト試 験 用 のPC室 は 、試 験

実 施 会 場 と して 認 定 さ れ て い ます 。ま た 、

8号 館 に は 、トー タ ルAVシ ス テ ム が 備 え

付 け られ た 大 教 室 が2階(500人 教 室)と4

階(300人 教 室)に 設 け られ て お り、そ れ ぞ れ トリ プ ル リヤ ー プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン、ダ ブ ル プ

ロ ジ ェ ク シ ョン を使 っ た 大 画 面 で の 授 業 も可 能 と な っ て い ます 。

 4号 館2階 のAVラ イ ブ ラ リー は視 聴 覚 学 習 に 重 点 が 置 か れ 、ビデ オ視 聴 ブ ー ス 、ヒア

リ ン グ ブ ー ス等 を設 置 。外 国 語 の 運 用 能 力 を伸 ばす た め の 視 聴 覚 教 材 も豊 富 に備 え て お

り、自 由 に 利 用 で き ます 。加 え てMacも 設 置 して お り、イ ン タ ー ネ ッ トを気 軽 に利 用 で き

る 環境 を提 供 して い ま す 。

温山記念会館

～所在地:兵庫県西宮市甲子園口1丁 目～

 本学創立者・新田長次郎温山翁が昭和

3年 に建設 したスペイン風の洋館 と広

大な庭園。設計は娘婿の建築家 ・木子七

郎氏による ものです。平成元年10月 に新

田家 より寄贈 され、本学教育研究の関西

での拠点として、学生のゼ ミナール活動

や研究会議 などの会合に利用 されてい

ます。

交 流 学 生 ハ ウ ス

～ The Exchange Students Hall～

「交 流 学 生 ハ ウ ス」は留 学 生 や他 大 学 か らの

単 位 互 換 学 生 の た め の 宿 泊施 設(寮 室11部 屋 、

洗濯室、湯沸室、洗面 ・脱

衣室、娯楽室)で す。隣接

する「学生交流室」は留

学生 との交流の場 とし

て利用されています。
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